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1．四半期業績の概況の作成等に係る事項
 ①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 : 有・無
 ②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 : 有・無
 ③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 : 有・無

2. 平成16年12月期第１四半期業績の概況（平成16年 1月 1日 ～ 平成16年 3月31日）

(1) 経営成績（連結）の進捗状況
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 12 99  -
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46 82  -

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示す。

(2) 当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

［財政状態（連結）の変動状況］

百万円 百万円 ％ 円       銭
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［連結キャッシュ・フローの状況］

百万円 百万円 百万円 百万円

連結売上高は、主に、販売数量の減少（主要石油製品において前年比 3.3%減）と厳しい競争環境を反映した製品価格の下落により､前
年同期比2.5％減の5,574億円となりました｡
連結営業利益は、前年同期比39億円増加の108億円となりました。これは主に、石油製品マージンの改善ならびに石油化学製品の堅調
な市況と販売数量の増加によるものです。また、西アフリカや他地域からの原油調達量を増やし調達コストの適正化を図る原油の多様化
をはじめとする自助努力の継続により、利益向上に取り組んできました。更に、平成14年から実施した業務簡素化並びに人員合理化の効
果などにより、前年同期比39億円の経費削減を実現しました。
当社は在庫評価の方法として後入先出法に基づく低価法を採用しており､営業利益には在庫変動に伴う1億円の増益要因が含まれてい
ます。尚、前年同期の営業利益には34億円の増益要因が含まれています。これらはキャッシュ・フローへの影響はありません。
営業外損益は、主に、為替差益の増加、持分法適用会社の収益増により、前年同期に比べ2億円増加の12億円となりました。特別利益、
特別損失はそれぞれ若干の固定資産売却益、棄却損がありましたが、最終的に特別損益は、ほぼゼロとなりました。結果として、当期純
利益は前年同期に比べ15億円増加の77億円となりました。
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平成16年3月末の総資産については、平成15年12月末比480億円減少の8,846億円となりました。これは主として、年末年始の金融機関
休業による決済のずれ込みのため、昨年末時点では高いレベルにあった売掛金、未払揮発油税及びその他の流動資産／負債が減少し
たことによるものです。また、 株主資本は期末配当金の支払等により平成15年12月末比30億円減の2,229億円となりました。
平成16年第１四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは△85億円となりました。これは平成15年分の法人税等の支払いや、昨年末の
揮発油税等の決済が年末年始の休業により今年年初にずれ込んだ影響などが、税金等調整前利益などの資金増加要因を上回ったこと
によるものです。投資活動によるキャッシュ・フローは△100億円で、主な要因は、日本の一般的な会計年度末にあたる3月末に受領した
資金を短期貸付金に充当したことによるものです。なお、この短期貸付金はその後速やかに返済を受けております。財務活動による
キャッシュ・フローは183億円でしたが、これは揮発油税の支払のために振り出した小切手の未決済分が短期借入金として計上されている
ことによるものです。
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3.  平成16年12月期の連結業績予想（平成16年1月1日～平成16年12月31日）
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（参考）平成16年12月期の個別業績予想（平成16年1月1日～平成16年12月31日）
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上記の個別業績予想及び1株当たり年間予想配当金は、本年2月24日に発表した内容と変更はありません。

  上記の業績予想は、現時点における情報に基づき当社の経営者が判断したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。

従いまして、これらの業績見通しのみに全面的に依存した投資判断はお控え下さいますようお願いいたします。

当社グループの業績は、石油・石油化学事業を中心とした経済情勢や市場動向並びに為替レートの変動等の要因により

予想とは異なる結果となる可能性がある事をお含み置き下さいますよう重ねてお願い申し上げます。
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